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ルツの書
ルツ記

1士師たちがさばいていた時代、その地に飢きん
があった。ユダのベツレヘムの一人の人が、妻と二
人の息子を連れてモアブの国へ行き、そこに住ん
だ。

2その人の名はエリメレク、妻の名はナオミであ
った。二人の息子の名はマフロンとキルヨンで、ユ
ダのベツレヘムのエフラテ人であった。彼らはモア
ブの国へ行き、そこに住んだ。

3ナオミの夫エリメレクは死に、彼女は二人の息
子とともに残された。

4息子たちはモアブの女たちを妻としてめとっ
た。一人の名はオルパ、もう一人の名はルツであっ
た。彼らは約十年の間そこに住んだ。

5やがてマフロンとキルヨンも二人とも死に、そ
の女は二人の子どもと夫を失って残された。

6その後、ナオミはモアブの国から帰るために、
嫁たちとともに立ち上がった。主*
がご自分の民を顧み、彼らにパンを与えられたこと
を、モアブの国で聞いたからである。

7彼女は自分のいた場所を出て行き、二
人の嫁も彼女と一緒にいた。彼女たちはユダ
の地に帰るため、その道を進んで行った。

8ナオミは二人の嫁に言った。「行きなさい。そ
れぞれ自分の母の家に帰りなさい。あなたがた
が亡き夫たちや私に慈しみを示してくれたように、
* 1:6 1:6すべて大文字の「主」または「神」はヘブル語のיהוה（ヤハウェ）から来ている。ただし、短い形のיה（ヤハ）から来ていると記されている場合を除く。
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主があなたがたに慈しみを示してくださいますよう
に。

9主があなたがたに恵みを与え、それぞ
れ夫の家で安息を見いだすことができますよう
に。」それから彼女が二人に口づけすると、彼女た
ちは声を上げて泣いた。

10彼女たちはナオミに言った。「いいえ、私たち
はあなたと一緒に、あなたの民のところへ帰りま
す。」

11ナオミは言った。「帰りなさい、私の娘たち
よ。なぜ私と一緒に行こうとするのですか。あなた
がたの夫となる息子たちが、私の胎内にまだいると
でもいうのですか。

12帰りなさい、私の娘たちよ。自分の道を行きな
さい。私は年老いていて、夫を持つことはできませ
ん。たとえ私が『まだ望みがある』と言い、今夜
夫を持ち、さらに息子たちを産んだとしても、

13あなたがたはその子たちが成長するまで待つと
いうのですか。夫を持たずに控えているというので
すか。いいえ、私の娘たちよ。主の手が私に逆らっ
て下ったので、私はあなたがたのために非
常に心を痛めています。」

14彼女たちは声を上げて再び泣いた。オルパはし
ゅうとめに口づけしたが、ルツは彼女にすがりつい
て離れなかった。

15ナオミは言った。「見なさい。あなたの義
理の姉は自分の民と自分の神のところへ帰って行き
ました。あなたも義理の姉の後について帰りなさ
い。」

16ルツは言った。「あなたを捨て、あなたに従わ
ずに帰るよう、私に強く言わないでください。あな
たが行く所へ私も行き、あなたが泊ま
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る所に私も泊まります。あなたの民は私の民、あな
たの神†は私の神です。

17あなたが死ぬ所で私も死に、そこに葬られま
す。もし死以外の何かがあなたと私を引き離すな
ら、主が私にそのようにされ、さらにそれ以上のこ
とをされますように。」

18ナオミは、ルツが自分と一緒に行くこと
を固く決心しているのを見て、彼女を説得するのを
やめた。

19こうして二人は歩み続け、ついにベツレヘム
に来た。彼女たちがベツレヘムに来ると、町中が彼
女たちのことで騒ぎ立ち、女たちは「これはナオミ
ですか」と言った。

20ナオミは彼女たちに言った。「私をナオミ‡

と呼ばないでください。私をマラ§
と呼んでください。全能者が私を非常に苦し
い目に遭わせられたからです。

21私は満ち足りて出て行きましたが、
主は私を空のままで連れ戻されました。
主が私に逆らって証言し、全能者が私を苦しめられ
たというのに、なぜあなたがたは私をナオミと呼ぶ
のですか。」

22このようにしてナオミは帰って来た。モアブ
の国から帰って来たモアブの女である嫁のルツも、
彼女と一緒であった。彼女たちは大麦の収穫の初め
にベツレヘムに来た。

2
1ナオミには夫の親族で、エリメレクの家
系に属する有力な資産家がいた。その名はボアズで

† 1:16 1:16「神」と訳されたヘブル語は「אֱלהִֹים」（エロヒム）である。
‡ 1:20 1:20 「ナオミ」は「快い」という意味である。 § 1:20
1:20「マラ」は「苦い」という意味である。
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あった。
2モアブの女ルツはナオミに言った。「どうか、
畑へ行かせてください。そして、私がそ
の方の目に恵みを得るなら、その方の後について、
落ち穂を拾わせてください。」
ナオミは彼女に言った。「行きなさい、
私の娘よ。」

3彼女は行って、刈り取る者たちの後につい
て畑で落ち穂を拾った。すると、彼女はたまた
ま、エリメレクの家系に属するボアズの畑の一
画に来ていた。

4見よ、ボアズがベツレヘムからやって来て、
刈り取る者たちに言った。「主があなたがたととも
におられますように。」
彼らは答えた。「主があなたを祝福されますよう

に。」
5ボアズは、刈り取る者たちを監督していた若
者に言った。「この若い女はだれの者か。」

6刈り取る者たちを監督していた若者は答えた。
「あれは、ナオミと一緒にモアブの国から帰っ
て来たモアブの若い女です。

7彼女は、『どうか、刈り取る者たちの後につい
て、束のあいだで落ち穂を拾い集めさせてくださ
い』と言いました。こうして彼女は来て、朝か
ら今まで働き続けています。家で少し休んだだけで
す。」

8そこでボアズはルツに言った。「聞きなさい、
私の娘よ。落ち穂を拾うために、ほかの畑へ行って
はならない。ここから離れず、私のところ
の若い女たちのそばにいなさい。

9彼らが刈り取っている畑から目を離さず、彼
女たちの後について行きなさい。私は若者たち
に、あなたに手を出してはならないと命じておいた
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ではないか。喉が渇いたなら、水がめのところ
へ行き、若者たちが汲んだ水を飲みなさい。」

10すると彼女は地にひれ伏して礼をし、彼に言っ
た。「私は外国人であるのに、どうしてあなた
の目に恵みを得て、私を顧みてくださるのです
か。」

11ボアズは彼女に答えた。「あなたの夫の死後、
あなたがしゅうとめにしたこと、また、あなた
が父と母と生まれ故郷を離れ、以前には知らなかっ
た民のところへ来たことについて、私はすべて聞い
ています。

12主があなたの行いに報いてくださいますよう
に。そして、あなたがその御翼の下に身を避けるた
めにやって来たイスラエルの神、主から、あなた
に十分な報いが与えられますように。」

13彼女は言った。「わが主よ。私があなた
の目に恵みを得ますように。私はあなたのはしため
の一人にも及びませんのに、あなたは私を慰め、こ
のはしために優しく語りかけてくださいました。」

14食事の時、ボアズは彼女に言った。「ここ
へ来てパンを食べ、あなたのパン切れを酢に浸しな
さい。」
彼女は刈り取る者たちのそばに座り、人々は彼
女に炒り麦を渡した。彼女は食べて満ち足り、残り
を取っておいた。

15彼女が落ち穂を拾うために立ち上がった時、ボ
アズは自分の若者たちに命じて言った。「彼女に
は束のあいだでも落ち穂を拾わせ、彼女を責めては
ならない。

16また、彼女のために束から少し抜き出して残し
ておきなさい。彼女に拾わせ、叱りつけてはならな
い。」
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17こうして彼女は夕暮れまで畑で落ち穂を拾っ
た。彼女が拾ったものを打つと、大麦約一エパ*
になった。

18彼女はそれを担いで町に入った。しゅうとめ
は彼女が拾い集めたものを見た。ルツは、自
分が満ち足りた後に残しておいたものを取り出し
て、しゅうとめに渡した。

19しゅうとめは彼女に言った。「あなたは今日ど
こで落ち穂を拾ったのですか。どこで働いたのです
か。あなたを顧みてくれた人に祝福がありますよう
に。」
ルツは自分がだれのところで働いたかをしゅうと

めに告げ、「私が今日一緒に働いた人の名はボアズ
です」と言った。

20ナオミは嫁に言った。「生きている者たちに
も死んだ者たちにも慈しみを捨てられなかった主か
ら、その人が祝福されますように。」さらにナオミ
は言った。「その人は私たちの近い親族であり、
私たちの贖いの権利を持つ親族の一人です。」

21モアブの女ルツは言った。「それだけではあり
ません。彼は私に、『私の収穫をすべて終えるま
で、私の若者たちのそばにいなさい』と言われまし
た。」

22ナオミは嫁のルツに言った。「私の娘よ、あな
たが彼の若い女たちと一緒に出かけるのは良いこと
です。そうすれば、ほかの畑でだれかに害を受けず
に済むでしょう。」

23こうして彼女はボアズの若い女たちのそばにい
て、大麦の収穫と小麦の収穫が終わるま
で落ち穂を拾った。そして、しゅうとめと一
緒に住んだ。
* 2:17 2:17一エパは約22リットル、または約3分の2ブッシェルである。
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3
1しゅうとめナオミは彼女に言った。
「私の娘よ。私はあなたのために、あなたが安
息を得て幸せになれる場所を探すべきではないでし
ょうか。

2さて、あなたが一緒にいた若い女たちの主人で
あるボアズは、私たちの親族ではありませんか。
見なさい、彼は今夜、打ち場で大麦をあおぎ分けま
す。

3ですから、身を洗い、油を塗り、衣を着て、
打ち場へ下って行きなさい。ただし、彼が飲み食い
を終えるまで、その人に気づかれてはなりません。

4彼が横たわる時、あなたは彼が横たわる場
所を見定め、そこへ行って、彼の足の覆いをめく
り、横たわりなさい。そうすれば、あなたが何をす
べきかを彼が教えてくれるでしょう。」

5ルツはナオミに言った。「あなたが言われるこ
とはすべて行います。」

6彼女は打ち場へ下って行き、しゅうとめが命じ
たすべてのとおりに行った。

7ボアズは飲み食いし、その心が陽気になると、
穀物の山の端に横たわるために行った。彼女はそっ
と近づき、彼の足の覆いをめくって横たわった。

8真夜中になって、その人は驚いて身を起こし
た。すると見よ、一人の女が彼の足元に横たわって
いた。

9彼は言った。「あなたはだれですか。」
彼女は答えた。「私はあなたのはしためルツで

す。どうか、あなたの衣の裾をこのはしため
の上に広げてください。あなたは近い親族だからで
す。」

10彼は言った。「私の娘よ、あなたが主に祝福さ
れますように。あなたは後の慈しみを、初めの慈し
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みにまさって示しました。貧しい者であれ富む者で
あれ、若者たちの後を追わなかったからです。

11さあ、私の娘よ。恐れることはありません。あ
なたが言うことはすべて、私はあなたのためにしま
しょう。私の民の町全体が、あなたが立派な女であ
ることを知っているからです。

12確かに、私が近い親族であるのは事実です。し
かし、私よりも近い親族がいます。

13今夜はここに留まりなさい。朝になって、もし
その人があなたのために親族の務めを果たすな
ら、それでよいのです。その人に親族の務めを果た
させましょう。しかし、もしその人があなたのため
に親族の務めを果たそうとしないなら、主が生きて
おられるように、私があなたのために親族の務め
を果たします。朝まで横たわっていなさい。」

14彼女は朝まで彼の足元に横たわり、人が互い
に見分けられる前に起き上がった。ボアズが「こ
の女が打ち場に来たことが知られてはならな
い」と言ったからである。

15彼は言った。「あなたが着ている上着を持っ
て来て、広げなさい。」彼女がそれを広げると、
彼は大麦を六杯分量って彼女に負わせた。それか
ら彼は町へ入って行った。

16彼女がしゅうとめのもとに帰って来ると、しゅ
うとめは言った。「どうでしたか、私の娘よ。」
ルツは、その人が自分にしてくれたすべてのこと

をしゅうとめに告げた。
17また彼女は言った。「『しゅうとめのところ

へ手ぶらで帰ってはならない』と言って、この大麦
六杯を私にくださいました。」

18するとナオミは言った。「待っていなさい、
私の娘よ。この事がどうなるかが分かるまで。あ
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の人は今日この事を決着させなければ、決して休ま
ないでしょう。」

4
1さて、ボアズは門へ上って行き、そこに座っ

た。見よ、ボアズが語っていたあの近い親族が通り
かかった。ボアズは彼に言った。「友よ、こちら
へ来て座ってください。」その人は近寄って座っ
た。

2ボアズは町の長老たちの中から十
人の男を選び、「ここに座ってください」と言っ
た。そこで彼らは座った。

3ボアズはその近い親族に言った。「モアブ
の国から帰って来たナオミが、私たちの兄弟エリメ
レクのものであった畑の一部を売ろうとしていま
す。

4私はあなたに知らせて、『ここに座ってい
る人々の前で、また私の民の長老たちの前で、それ
を買い取ってください』と言うべきだと考えまし
た。もしあなたがそれを贖うなら、贖ってくださ
い。しかし、もしあなたが贖わないなら、私に告げ
て知らせてください。あなたのほかにそれ
を贖う者はなく、私はあなたの次だからです。」
彼は言った。「私がそれを贖いましょう。」
5するとボアズは言った。「あなたがナオミ

の手からその畑を買う日には、死んだ者の名をそ
の所有地の上に起こすために、死んだ者の妻である
モアブの女ルツからもそれを買わなければなりませ
ん。」

6すると近い親族は言った。「私は自分のために
それを贖うことはできません。自分の所有地を損な
うことになるといけないからです。私の贖いの権
利をあなたが自分のために引き受けてください。
私はそれを贖うことができません。」
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7かつてイスラエルでは、贖うことや交換するこ
とについて、すべての事柄を確定するために、この
ような慣習があった。すなわち、人が自
分の履き物を脱いで隣人に渡したのである。これが
イスラエルにおける証明の方法であった。

8それで、その近い親族はボアズに、「自分のた
めにそれを買ってください」と言って、自
分の履き物を脱いだ。

9ボアズは長老たちとすべての民に言った。
「私が、エリメレクのすべてのもの、またキルヨン
とマフロンのすべてのものをナオミの手か
ら買い取ったことについて、あなたがたは今日あか
し人です。

10さらに私は、死んだ者の名がその兄弟たち
の間から、またその場所の門から断ち切られないよ
うに、その所有地の上に死んだ者の名を起こすた
め、マフロンの妻であったモアブの女ルツを妻とし
て得ました。あなたがたは今日あかし人です。」

11門にいたすべての民と長老たちは言った。
「私たちはあかし人です。主が、あなたの家に入っ
て来るその女を、二人でイスラエルの家を建て上げ
たラケルとレアのようにしてくださいますよう
に。あなたがエフラタで立派に振る舞い、ベツレヘ
ムで名を上げますように。

12また、主がこの若い女を通してあなたに与えら
れる子孫*によって、あなたの家が、タマルがユダ
に産んだペレツの家のようになりますように。」

13こうしてボアズはルツをめとり、彼
女は彼の妻となった。彼が彼女のところに入ると、
主は彼女を身ごもらせ、彼女は男の子を産んだ。

14女たちはナオミに言った。「主がほめたたえら
れますように。主は今日、あなたを近い親族のいな

* 4:12 4:12または「種」。
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いままにしておかれませんでした。その子の名がイ
スラエルの中で高められますように。

15その子はあなたにとって命を回復させる者とな
り、老年を支える者となるでしょう。あなた
を愛し、七人の息子にもまさるあなたの嫁が、そ
の子を産んだからです。」

16ナオミはその子を取り、自分の胸に抱き、そ
の子を養い育てる者となった。

17近所の女たちは、「ナオミに男の子が生まれ
た」と言って、その子に名を与えた。彼女たち
は彼をオベデと名付けた。彼はダビデの父であるエ
ッサイの父である。

18さて、ペレツの系図は次のとおりである。ペレ
ツはヘツロンの父となり、

19ヘツロンはラムの父となり、ラムはアミナダブ
の父となり、

20アミナダブはナフションの父となり、ナフショ
ンはサルモンの父となり、

21サルモンはボアズの父となり、ボアズはオベデ
の父となり、

22オベデはエッサイの父となり、エッサイはダビ
デの父となった。
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